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平成 25年度の海況
森脇和也・沖野 晃

２０１３年４月から２０１４年３月にかけて行った
浜田港と恵曇港における定地水温観測の結果
と、調査船による島根県沿岸から沖合にかけて
の定線観測の結果について報告する。

�．調査方法

１．定地水温観測

２０１３年４月から２０１４年３月に浜田漁港およ
び恵曇漁港において表面水温を計測した。水温

は毎日午前１０時に浜田漁港では長期設置型直
読式水温計（アレック電子社製、MODEL AT
１－D）で、恵曇漁港では携帯型水質計（WTW
社製 LF－３３０）で測定した。

２．定線観測

（１）定線観測の実施状況
表１に観測実施状況を示す。観測点の（ ）

内の数字は補間点の数である。

（２）観測定線 図１参照。

表１観測の実施状況

観測年月日 定 線 名 事 業 名 観測点

２０１３年 ４月分（欠測） 稚沿二春－１線 資源評価調査事業 ３４（９）

５月７日～５月９日 稚沿二春－１線 〃 ３４（９）

５月２７日～５月３１日 稚沖合春－１線 〃 ３８（９）

７月２６日～７月２７日 沿岸二－１線 大型クラゲ出現調査等調査 １７

８月２６日～８月２８日 沖合－１線 資源評価調査事業 ２１

９月２４日～９月２５日 稚沿二秋－１線 〃 １７

１０月２８日～１０月３０日 稚沖合秋－１線 〃 ２１

１２月分（欠測） 沿岸二－１線 大型クラゲ出現調査等調査 １７

２０１４年 ３月１７日～３月２０日 稚沖合春－１線 資源評価調査事業 １７

図１観測定線
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（３）観測方法
調 査 船：島根丸（１４２トン、１２００馬力）
観測機器：STD（アレック電子）、棒状水温計、

測深器、魚群探知機、ADCP（古野
電気）

観測項目：水温、塩分、海流、卵・稚仔・プラ
ンクトン、気象、海象

観 測 層：０mから海底直上まで１m毎に水深
５００mまで観測

�．調査結果

１．定地水温観測

図２～５に浜田漁港および恵曇漁港における
表面水温の旬平均値および平年偏差の変動を示
した。ここで平年値とは過去２５ヶ年間の平均
値である。
浜田漁港での最高水温は８月中旬の３０．４℃、

最低水温は２月下旬の１１．１℃であった。平年
と比較すると、４月中旬から５月上旬までは、
概ね「平年よりやや低め」で経過した。５月下
旬から１０月下旬までは、「平年よりやや高め」
～「平年よりはなはだ高め」で経過した。１１
月上旬から２月上旬までは、一部「平年よりや
や低め」～「平年よりかなり低め」の旬があっ
たものの概ね「平年並み」で経過した。２月中
旬から３月中旬までは「平年よりやや低め」～
「平年よりかなり低め」で経過し、３月下旬は
「平年並み」となった。
恵曇漁港での最高水温は８月中旬の２９．９℃、

最低水温は２月下旬の１１．１℃であった。平年
と比較すると、４月上旬から中旬まで「平年並
み」で経過し、５月上旬から１１月上旬までは
概ね「平年よりやや高め」～「平年よりはなは

だ高め」となった。１１月下旬から１月上旬ま
では、概ね「平年よりやや低め」、２月中旬か
ら３月中旬までは、「平年よりかなり低め」～
「平年よりはなはだ低め」で経過した。

２．定線観測

山陰海域の上層（０m）、中層（５０m）、底層
（１００m）の水温の水平分布を図６に示す。解
析には山口県水産研究センターと鳥取県水産試
験場が実施した海洋観測の結果も用いた。解析
には長沼１）、渡邊ら２）の平年値および標準偏差を
用いた。各月の水温分布の概要は以下のとおり
である。

図３浜田漁港における表面水温の平年偏差

図４恵曇漁港における表面水温の旬平均

図５恵曇漁港における表面水温の平年偏差

図２浜田漁港における表面水温の旬平均
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４月：島根県は海上時化のため欠測となった。
各層の水温は、表層（０m）が１１．０～

１７．４℃（平年差は－０．９～＋２．２℃）、中
層（５０m）が７．９～１５．８℃（平年差は－
３．９～＋１．９℃）、底層（１００m）が５．６～
１５．６℃（平 年 差 は－４．６～＋１．７℃）で
あった。
表層の水温は、山口県沿岸及び隠岐諸

島周辺で「平年よりやや高め」～「平年
よりはなはだ高め」、山口県沖合で「平
年よりやや低め」であった。
中層・底層では、山口県沿岸及び隠岐

諸島周辺で「平年よりやや高め」～「平
年よりはなはだ高め」、山口県沖合で「平
年よりやや低め」～「平年よりはなはだ
低め」であった。

５月：各層の水温は、表層（０m）が１２．４～
１８．０℃（平年差は－１．５～＋１．１℃）、中
層（５０m）が９．７～１６．９℃（平年差は－
２．４～＋１．８℃）、底層（１００m）が５．３～
１５．８℃（平 年 差 は－３．６～＋２．７℃）で
あった。
表層の水温は、島根県沖合及び山口県

西方で「平年よりやや高め」、隠岐諸島
周辺及び山口県沖合で「平年よりやや低
め」～「平年よりかなり低め」であった。
中層・底層では、鳥取県沖合及び山口

県西方で「平年よりやや高め」～「平年
よりかなり高め」、益田市沖合から山口
県沖合にかけて「平年よりやや低め」～
「平年よりはなはだ低め」であった。

６月：各層の水温は、表層（０m）が１７．０～
２２．３℃（平年差は－０．１～＋３．９℃）、中
層（５０m）が６．２～１９．２℃（平年差は－
４．０～＋２．７℃）、底層（１００m）が３．６～
１８．２℃（平 年 差 は－４．５～＋３．３℃）で
あった。
表層の水温は、ほぼ全域で高めであり、

隠岐諸島北方では「平年よりかなり高
め」～「平年よりはなはだ高め」であっ
た。
中・底層では、鳥取県及び山口県西方

で「平年よりやや高め」～「平年よりか
なり高め」、島根県沖合では「平年より
やや低め」～「平年よりかなり低め」で
あった。

８月：各層の水温は、表層（０m）が２１．５～
２８．８℃（平年差は－１．７～＋２．２℃）、中
層（５０m）が６．８～２４．７℃（平年差は－
７．４～＋２．９℃）、底層（１００m）が２．３～
１９．３℃（平 年 差 は－５．３～＋３．６℃）で
あった。
表層の水温は、竹島南東の海域で「平

年よりやや低め」、沿岸部及び隠岐諸島
周辺の広範囲の海域で「平年よりやや高
め」～「平年よりかなり高め」であった。
中・底層では、竹島南東及び山口県北

方の海域で「平年よりやや低め」～「平
年よりはなはだ低め」の他、沿岸部及び
隠岐諸島周辺の海域で「平年よりやや高
め」～「平年よりかなり高め」であった。

９月：各層の水温は、表層（０m）が２４．１～
２９．６℃（平年差は－０．９～＋３．１℃）、中
層（５０m）が６．４～２５．４℃（平年差は－
８．８～＋３．３℃）、底層（１００m）が３．０～
１９．３℃（平 年 差 は－７．３～＋５．３℃）で
あった。
表層の水温は、沿岸から沖合までの広

い海域で「平年よりやや高め」～「平年
よりはなはだ高め」であった。
中・底層では、隠岐諸島北方及び山口

県北方の海域で「平年よりやや高め」～
「平年よりかなり高め」、島根県沖合で
は「平年よりやや低め」～「平年よりは
なはだ低め」であった。

１０月：各層の水温は、表層（０m）が２３．４～
２７．０℃（平年差は＋１．４～＋４．８℃）、中
層（５０m）が１０．３～２５．０℃（平年差は
－４．８～＋４．１℃）、底層（１００m）が３．８
～１９．３℃（平年差は－６．３～＋４．０℃）で
あった。
表層の水温は、全域で「平年よりやや

高め～はなはだ高め」であった。
中・底層では、隠岐諸島北東及び益田
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市～山口県沿岸で「平年よりやや高め」
～「平年よりかなり高め」、島根県沖合
では、「平年よりやや低め」～「平年よ
りはなはだ低め」であった。

１１月：各層の水温は、表層（０m）が１７．６～
２２．６℃（平年差は－１．０～＋２．２℃）、中
層（５０m）が７．９～２２．７℃（平年差は－
６．３～＋５．２℃）、底層（１００m）が３．１～
２１．３℃（平 年 差 は－６．３～＋６．５℃）で
あった。
表層の水温は、島根県沖合で「平年よ

りやや低め」の他は、ほぼ全域で「平年
よりやや高め」～「平年よりはなはだ高
め」であった。
中・底層は、隠岐諸島北方で「平年よ

りやや高め」～「平年よりかなり高
め」、島根県～山口県沖合では、「平年よ
りやや低め」～「平年よりはなはだ低
め」であった。

１２月：島根県は調査船ドックのため欠測となっ
た。
各層の水温は、表層（０m）が１６．０～

１９．３℃（平年差は－０．９～＋２．２℃）、中
層（５０m）が１６．２～１９．１℃（平年差は
－０．９～＋１．５℃）、底層（１００m）が７．４
～１８．９℃（平年差は－２．３～＋４．４℃）で
あった。
表・中層の水温は、山口県沖合域で

「平年よりやや高め」～「平年よりかな
り高め」の他は、その他の海域で「平年
並み」か「平年よりやや低め」であった。
底層は、山口県見島北西海域で「平年

よりやや高め」、北方海域で「平年より
やや低め」～「平年よりかなり低め」、
隠岐諸島北方及び鳥取県沿岸域で「平年
よりやや高め」であった。

３月：各層の水温は、表層（０m）が９．３～
１２．６℃（平年差は－１．８～＋１．５℃）、中
層（５０m）が７．２～１２．７℃（平年差は－
１．８～＋１．２℃）、底層（１００m）が３．４～
１２．７℃（平 年 差 は－４．６～＋１．８℃）で
あった。

表・中層の水温は、沿岸で「平年より
やや低め」～「平年よりかなり低め」、
隠岐諸島北方で「平年よりやや高め」で
あった。
底層は、島根半島から隠岐諸島にかけ

て「平年よりかなり低め」～「はなはだ
低め」、隠岐諸島西方で「平年よりやや
低め」～「かなり低め」、隠岐諸島北東
で「平年よりやや高め」であった。

（注）文中、「 」で囲んで表した水温の平年比
較の高低の程度は以下のとおりである（長
沼１））。

「はなはだ高め」：約２０年に１回の出現確率
である２℃程度の高さ
（＋２００％以上）。

「かなり高め」：約１０年に１回の出現確率
である１．５℃程度の高さ
（＋１３０～＋２００％程度）。

「や や 高 め」：約４年に１回の出現確率で
ある１℃程度の高さ（＋
６０～＋１３０％程度）。

「平 年 並 み」：約２年に１回の出現確率で
ある±０．５℃程度の高さ
（－６０～＋６０％程度）。

「や や 低 め」：約４年に１回の出現確率で
ある１℃程度の低さ（－
６０～－１３０％程度）。

「かなり低め」：約１０年に１回の出現確率
である１．５℃程度の低さ
（－１３０～－２００％程度）。

「はなはだ低め」：約２０年に１回の出現確率
である２℃程度の低さ
（－２００％以下）。
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図６－１水温水平分布図（４～９月）
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図６－２水温水平分布図（１０～３月）
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